
� 

�　ボランティア活動推進者 

�　活動協助者 

伊　藤　君　子 

岡　安　愿　三 

　
去
る
平
成
１７
年
１１
月
２０
日
�
騎
西
町

文
化
会
館
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
騎
西
町

社
会
福
祉
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

「
誰
も
が
安
心
で
生
き
が
い
の
あ
る
地

域
生
活
を
送
れ
る
事
」
を
目
指
し
て
、

社
会
福
祉
関
係
者
間
の
連
携
の
下
、
豊

か
な
社
会
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
む

と
い
っ
た
大
会
宣
言
を
決
議
し
、
第
１

部
で
は
社
会
福
祉
事
業
に
貢
献
の
あ
っ

た
個
人
の
方
２１
名
と
企
業
６
社
を
表
彰

し
ま
し
た
。 

　
ま
た
第
２
部
で
は
、
福
祉
協
力
校
と

し
て
様
々
な
福
祉
活
動
を
行
っ
て
い
る

町
内
の
小
・
中
・
高
校
の
児
童
や
生
徒

７
名
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
通
し

て
感
じ
た
も
の
を
作
文
に
し
て
発
表
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
発
表
に
耳
を
傾
け

て
い
た
参
加
者
か
ら
の
拍
手
が
お
こ
り
、

会
場
が
感
動
に
包
ま
れ
な
が
ら
閉
会
と

な
り
ま
し
た
。 

　
社
協
で
は
、
今
後
も
福
祉
活
動
に
関

わ
る
活
動
を
さ
れ
る
方
々
に
対
し
て
、

様
々
な
援
助
を
行
い
な
が
ら
よ
り
良
い

社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。 

▲福祉作文発表者 

　
本
大
会
は
長
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
の
発
展
に
功
績
の
あ
っ

た
方
々
を
表
彰
し
、
感
謝
の
意
を
表
す
る
と
共
に
、
社
会
福
祉

関
係
者
及
び
町
民
が
、
現
在
の
社
会
福
祉
事
業
の
直
面
す
る
問

題
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
す
る
も
の
で
す
。 

平成１７年度騎西町社会福祉大会顕彰者のみなさま 
（敬称略・順不同） 

福　祉　功　労　者 

�　行政区長 

 金　子　和　二（内田ヶ谷西部） 齋　藤　　　肇（上崎第２区） 

千津井　さ　わ 

社　会　福　祉　協　議　会　活　動　協　助　者 

�　会費多額納付者 

河邊　きよ（騎西町ボランティアひかり） 

斉藤　節子（朗読サークルありの実） 

吉　澤　清　子（騎西町手をつなぐ親の会） 

�　社会福祉団体 

苧　原　栄　三（騎西町RC連合会） 

加　藤　敏　子（騎西町遺族連合会） 

�　模範自立更生世帯（者） 

柳　沢　キヨ子 

�　模範介護者 

青　木　久美子 

高　嶋　晃　子 

山　口　トシ子 

江森カツエ（騎西町日赤奉仕団） 

岡田　和江（むつみ給食ボランティア） 

松村　順子（騎西町手話サークルふじの会） 

黒　川　相　次 

（株）埼玉りそな銀行騎西支店 

（株）太　　陽 

（有）竹内農機 

篠　原　眞　男 

（医）堀内医院 

サンコートラベル（株） 

（有）橋本設備工業所 

社会福祉協力校児童・生徒による作文発表者 

騎西小学校６年 

田ヶ谷小学校６年 

種足小学校６年 

鴻茎小学校６年 

高柳小学校５年 

騎西中学校３年 

騎西高等学校２年 

「私のおじいちゃん」 

「お年寄りの方達とふれあって」 

「共に生きていこう」 

「虹の園に行って学んだこと」 

「わたしの盲導犬体験」 

「養護学校のボランティアに参加して」 

「笑顔があるから」 

村田有里紗 

坂本　真奈 

栗原由理江 

武藤　亮太 

吉田　晃子 

斉藤　守正 

瀬理明日香 

社
会
福
祉
に
貢
献
の�

個
人
・
団
体
を
表
彰�

平
成
１７
年
度
町
社
会
福
祉
大
会 

 

坂　本　照　子 

本　間　　　清 

 


